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令
和
８
年
６
月
定
例
会
日
程

６
月
１
日

開
会

６
月
２
日

常
任
委
員
会

６
月
３
日

議
案
熟
考

６
月
４
日

一
般
質
問

６
月
５
日

議
案
審
議

本
定
例
会
か
ら
、
一
般
質
問
及
び

議
決
結
果
を
掲
載
し
ま
す
。

令
和
８
年
第
２
回
新
郷
村
議
会
定

例
会
が
６
月
１
日
か
ら
５
日
ま
で
の

５
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
本
定
例
会
で
は
、
議
案

件
が
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審
議
さ
れ
、
全
て
原
案
ど
お
り
議
決

さ
れ
ま
し
た
。

村
所
有
施
設
の
活
用
方
法
は
？

問

令
和
８
年
３
月
３
日
、
青
森
県
信

用
組
合
か
ら
新
郷
村
に
無
償
譲
渡
さ

れ
た
「
旧
青
森
県
信
用
組
合
三
戸
支
店

戸
来
出
張
所
」
の
土
地
建
物
に
つ
い

て
、
ま
た
、
平
成

年

月
に
冬
季
コ
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ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ハ
ウ
ス
と
し
て
オ
ー
プ

ン
し
た
「
新
郷
村

和
の
家
」
に
つ
い

て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
現
状
は
？
今
後
ど
の

よ
う
に
有
効
活
用
し
て
い
く
の
か
？

答

佐
藤
村
長

旧
青
森
県
信
用
組
合
三
戸
支
店
戸

来
出
張
所
に
つ
い
て
は
、
床
や
壁
、
天

井
の
一
部
に
改
修
が
必
要
な
状
態
。
今

後
の
活
用
に
つ
い
て
は
、
公
共
性
の
高

い
施
設
と
し
て
、
基
本
的
に
は
村
民
の

方
に
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
も
の
。
集
ま

る
、
楽
し
む
、
学
ぶ
、
売
る
、
休
む
、

子
ど
も
た
ち
の
遊
び
場
、
年
齢
層
問
わ

ず
利
用
し
や
す
い
施
設
な
ど
、
皆
様
の

ご
意
見
を
伺
い
な
が
ら
今
後
協
議
・
検

討
を
進
め
て
い
き
た
い
。

第
２
回
定
例
会
で
は
、
議
員
２
名

が
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の

内
容
を
要
約
し
て
掲
載
し
ま
す
。

一
般
財
団
法
人
新
郷
村

ふ
る
さ
と
活
性
化
公
社
は

経
営
改
善
が
必
要
！

１２

活
動
支
援
事
業
（
※
）
」
に
お
い
て
、
当

村
の
川
代
地
区
が
モ
デ
ル
集
落
に
選

定
さ
れ
た
。

意
見

集
落
ぐ
る
み
鳥
獣
対
策
活
動

支
援
事
業
に
つ
い
て
は
、
新
郷
村
か
ら

鳥
獣
被
害
対
策
の
モ
デ
ル
を
発
信
し

て
い
た
だ
き
た
い
。
緊
急
銃
猟
に
つ
い

て
は
、
早
急
に
取
り
組
ん
で
も
ら
い
た

い
。

一

般

質

問

稲葉嘉浩 議員
い な ば よしひろ

一
般
質
問
と
は

議
員
が
村
の
施
策
の
状
況
や
方
針

な
ど
に
つ
い
て
疑
問
点
を
問
い
た
だ

し
、
報
告
や
説
明
を
求
め
る
こ
と
。

滝沢 仁 議員
たきさわ ひとし

旧青森県信用組合三戸支店戸来出張所

問

毎
年
、
一
般
財
源
か
ら
４
千
万
円

超
の
繰
り
出
し
が
あ
る
。
前
村
長
の
時

代
か
ら
指
摘
を
し
て
き
た
が
、
一
向
に

改
善
さ
れ
な
か
っ
た
。

村
長
は
就
任
か
ら
１
年
経
っ
て
内

情
を
把
握
し
て
い
る
と
思
う
が
、
経
営

改
善
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
？

答

佐
藤
村
長

運
営
面
に
つ
い
て
は
、
新
郷
村
ふ
る

さ
と
活
性
化
公
社
側
に
任
せ
る
部
分

が
多
か
っ
た
。
現
在
は
、
役
場
理
事
が

収
支
状
況
や
経
費
内
容
を
精
査
し
な

が
ら
、
問
題
点
の
抽
出
と
改
善
に
向
け

た
指
導
・
助
言
を
行
う
こ
と
と
し
て
い

る
。
今
後
は
、
経
費
削
減
や
業
務
の
効

率
化
に
加
え
、
施
設
利
用
者
の
確
保
や

サ
ー
ビ
ス
向
上
な
ど
も
含
め
、
経
営
全

体
を
総
合
的
に
検
証
し
な
が
ら
、
儲
か

道の駅しんごう 地場産品直売センター

こ
れ
か
ら
の
鳥
獣
被
害
対

策
は
ど
う
な
る
？

置
づ
け
て
い
る
。
本
年
度
は
、
現
場
の

ニ
ー
ズ
や
出
没
情
報
に
対
し
て
、
こ
れ

ま
で
以
上
に
迅
速
か
つ
き
め
細
か
く
動

け
る
体
制
を
整
え
る
た
め
、
鳥
獣
被
害

対
策
の
専
任
担
当
と
し
て
、
職
員
を
１

名
採
用
し
た
。
財
政
面
に
お
い
て
も
昨

年
度
か
ら
予
算
枠
を
大
き
く
拡
大
し

た
。
今
後
の
状
況
変
化
に
応
じ
、
当
初

予
算
の
枠
に
と
ど
ま
る
こ
と
な
く
、
必

要
で
あ
れ
ば
速
や
か
に
補
正
予
算
を
編

成
し
、
対
策
を
講
じ
る
。

答

高
見
農
林
課
長

今
年
度
は
緊
急
銃
猟
実
施
マ
ニ
ュ
ア

ル
の
策
定
を
進
め
て
い
る
。
さ
ら
に
、

隣
接
す
る
五
戸
町
や
関
係
機
関
と
連
携

し
、
広
域
的
な
危
機
管
理
体
制
の
強
化

を
図
っ
て
い
く
。

住
民
の
皆
様
の
自
助
努
力
を
支
援
す

る
鳥
獣
被
害
防
除
対
策
事
業
費
補
助
金

に
つ
い
て
、
①
補
助
対
象
者
を
拡
大
。

②
耕
作
地
が
隣
接
す
る
２
軒
以
上
の
農

家
が
連
結
し
て
設
置
さ
れ
る
場
合
の
共

同
設
置
の
推
進
。
③
こ
れ
ま
で
の
侵
入

防
止
柵
の
購
入
費
に
加
え
、
新
た
に
追

い
払
い
機
や
小
動
物
の
わ
な
の
購
入
費

も
補
助
対
象
と
す
る
。

青
森
県
の
「
集
落
ぐ
る
み
鳥
獣
対
策

和
の
家
に
つ
い
て
は
、
令
和
４
年
度

か
ら
利
用
実
績
が
な
い
状
況
。
今
後
の

活
用
に
つ
い
て
は
、
皆
様
と
使
い
方
を

決
め
て
い
き
た
い
。

意
見

旧
青
森
県
信
用
組
合
三
戸
支

店
戸
来
出
張
所
に
つ
い
て
は
、
地
域
情

報
の
受
発
信
拠
点
や
窓
口
と
な
る
地

域
づ
く
り
活
動
拠
点
と
し
て
、
地
域
再

生
と
新
郷
村
商
店
街
の
再
生
の
核
と

な
る
施
設
に
な
る
こ
と
を
望
む
。

る
仕
組
み
を
作
っ
て
い
く
た
め
の
営

業
、
商
品
開
発
な
ど
根
本
的
に
見
直
し

を
か
け
て
改
善
に
向
け
て
取
り
組
ん

で
い
く
。

問

昨
年
は
い
ろ
い
ろ
な
鳥
獣
被
害
が

み
ら
れ
た
。
当
村
で
は
農
作
物
へ
の
被

害
が
あ
り
、
他
町
村
で
は
人
的
被
害
等

も
あ
っ
た
。
今
後
ど
の
よ
う
に
対
策
し

て
い
く
の
か
？

答

佐
藤
村
長

鳥
獣
被
害
対
策
に
つ
い
て
は
、
我
が

村
の
最
優
先
課
題
の
ひ
と
つ
と
し
て
位

電気柵

※
集
落
ぐ
る
み
鳥
獣
対
策
活
動
支
援
事
業

農
作
物
へ
の
鳥
獣
被
害
の
防
止
に

向
け
て
青
森
県
が
実
施
す
る
事
業
。

令
和
８
年
度
は
、
県
内
２
地
区
に

モ
デ
ル
集
落
を
設
置
し
、
専
門
家
を

交
え
た
集
落
座
談
会
、
集
落
点
検
、
対

策
の
実
施
等
を
行
う
。



令和８年第２回定例会 議決結果一覧

編

集

後

記

最
近
に
な
っ
て
や
っ
と
、
新
聞
紙
面
上

で
、
新
郷
村
内
で
の
「
熊
」
目
撃
情
報
を

目
に
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま

で
、
多
く
の
村
民
が
「
熊
」
を
目
撃
し
て

も
、
状
況
聴
取
に
長
時
間
か
か
る
と
い
う

懸
念
か
ら
、
役
場
へ
の
通
報
を
し
て
き
ま

せ
ん
で
し
た
。

し
か
し
、
全
国
的
な
鳥
獣
被
害
の
拡
大

と
、「
熊
」
に
よ
る
人
へ
の
被
害
の
増
加
に

伴
い
、
国･

県
・
各
自
治
体
に
よ
る
様
々
な

対
策
が
と
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
村
民
の
皆
様
に
お
願
い
致
し

ま
す
。
新
郷
村
の
安
心
安
全
の
た
め
に
、

わ
が
村
で
「
熊
」
に
よ
る
人
へ
の
被
害
を

決
し
て
出
さ
な
い
た
め
に
、
時
間
は
か
か

り
ま
せ
ん
、
是
非
、
目
撃
情
報
を
速
や
か

に
役
場
ま
た
は
警
察
に
通
報
し
て
く
だ

さ
い
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

新
郷
村
議
会
広
報
編
集
委
員
会

委
員
長

稲
葉

嘉
浩

会

議

録

議
会
の
内
容
を
記
録
し
て

い
る
『
会
議
録
』
を
村
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま

す
。

（
左
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
も

ご
覧
に
な
れ
ま
す
。）

今
号
の
内
容
に
つ
い
て
は

３
ヶ
月
後
に
掲
載
予
定
で

す
。

議
会
の
傍
聴

議
会
開
会
中
は
ど
な
た
で

も
傍
聴
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。ど

う
ぞ
お
気
軽
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。

次
の
議
会
は
９
月
予
定
で

す
。
詳
細
は
決
定
次
第
、
村

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
い
た

し
ま
す
。

次
回
の
議
会
だ
よ
り

令
和
８
年

月
発
行
予
定
。
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議案番
件 名 議決月日 質疑 議決結果

第 29号

新郷村教育委員会委員の任命につき同意を求めることについて

※現委員の任期満了に伴い、後任の委員の任命について同意を求めるもの。 6月 1 日

同 意 ・ 承

認・原案可

決

賛成 6名

反対 0名

※議長除く

第 30号

専決処分した事項の報告及び承認を求めることについて[令和 7年度新郷村一般会計補正予算（第 10号）]

※既定の予算総額に歳入歳出それぞれ 4,994 万 8 千円を増額し、歳入歳出予算の総額を

30 億 1,174 万 5 千円としたもの。
6月 5 日

第 31号

専決処分した事項の報告及び承認を求めることについて[令和 7 年度新郷村介護保険特別会計補正予算（第 5

号）]

※既定の予算総額に歳入歳出それぞれ 2 千円を増額し、歳入歳出総額 4 億 9,454 万 4 千円としたもの。
6 月 5 日

第 32号
新郷村火入れに関する条例の一部を改正する条例案について

※火入れの中止に係る要件について所要の改正をするためのもの。 6 月 5 日

第 33号

新郷村税条例の一部を改正する条例案について

※地方税法の一部を改正する法律等が令和 8年 4 月 1 日から施行されたことに伴い、本条例の一部を改正す

るもの。
6 月 5 日

第 34号

新郷村国民健康保険税条例の一部を改正する条例案について

※国民健康保険法施行令及び子ども・子育て支援法の一部改正に伴い、本条例の一部を改正するもの。 6 月 5 日

第 35号
新郷村介護保険条例の一部を改正する条例案について

※令和 7年度税制改正における給与所得控除の見直しに伴い、介護保険法施行令の一部改正が行われたこと

を受け、本条例の一部を改正するもの。
6 月 5 日

第 36号

令和 8年度新郷村一般会計補正予算（第 1 号）案について

※既定の予算総額に歳入歳出それぞれ 7,477 万 6 千円を増額し、歳入歳出予算の総額を

28 億 1,346 万 2 千円とするもの。
6 月 5 日

第 37号

令和 8年度新郷村国民健康保険特別会計補正予算（第 1 号）案について

※既定の予算総額に歳入歳出それぞれ 323 万 3千円を増額し、歳入歳出予算の総額を 3 億 5,099 万 2 千円と

するもの。
6 月 5 日

第 38号
令和 8年度新郷村介護保険特別会計補正予算（第 1号）案について

※既定の予算総額に歳入歳出それぞれ 855 万 7千円を増額し、歳入歳出予算の総額を 4 億 8,616 万 3 千円と

するもの。
6 月 5 日

第 39号

新郷村固定資産評価審査委員会委員の選任につき同意を求めることについて

※現委員の任期満了に伴い、後任の委員の選任について同意を求めるもの。 6 月 5 日

４ ３

議
員
活
動
報
告

各
種
研
修
会
や
委
員
会
の
所
管
事
務

調
査
な
ど
の
内
容
を
報
告
し
ま
す
。

五
戸
地
区
議
会
議
員
協
議
会
総
会
及
び

研
修
会

４
月

日
、
美
郷
館
で
開
催
さ
れ
、

24

議
員
全
員
が
出
席
し
ま
し
た
。

研
修
会
で
は
、
講
師
と
し
て
新
郷
村

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
工
藤
祐
一
氏

と
清
水
香
帆
氏
、
五
戸
町
地
域
お
こ
し

協
力
隊
の
川
村
奈
央
氏
が
そ
れ
ぞ
れ

活
動
報
告
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、

議
員
と
の
意
見
交
換
が
行
わ
れ
、
各
地

域
の
取
り
組
み
や
課
題
に
つ
い
て
情

報
共
有
を
図
り
ま
し
た
。

災
害
復
旧
工
事
の
進
捗
状
況
を
確
認

（
産
業
建
設
常
任
委
員
会
）

４
月

日
、
昨
年
７
月
の
大
雨
に
よ

16

る
災
害
復
旧
工
事
現
場
３
箇
所
を
視

察
し
、
昨
年
度
か
ら
引
き
続
き
行
わ
れ

て
い
る
復
旧
工
事
の
進
捗
状
況
を
確

認
し
ま
し
た
。
視
察
後
に
は
、
全
て
の

工
事
の
一
日
も
早
い
完
了
を
村
長
に

要
望
し
ま
し
た
。

編

集

委

員

委

員

長

稲
葉

嘉
浩

副
委
員
長

佐
藤

泰
司

委

員

福
山

惠
一
郎

委

員

才
神

幸
男

令和８年３月２３日

臨時会までの内容を

掲載しています。

全
国
町
村
議
会
議
長
・
副
議
長
研
修
会

５
月

日
、
東
京
都
で
開
催
さ
れ
、

26

議
長
及
び
副
議
長
が
出
席
し
ま
し
た
。

や
す
い
広
報
紙
を
作
成
す
る
た
め
の

ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

議
会
広
報
紙
の
作
り
方
を
学
ぶ

（
議
会
広
報
編
集
委
員
会
）

５
月

日
、
青
森
市
で
開
催
さ
れ
た

20

町
村
議
会
広
報
研
修
会
に
議
会
広
報

編
集
委
員
長
が
出
席
し
ま
し
た
。

研
修
会
で
は
、
講
師
の
議
会
広
報
サ

ポ
ー
タ
ー
芳
野
政
明
氏
か
ら
、
わ
か
り

県
外
行
政
調
査
研
修
会
を
実
施

（
総
務
常
任
委
員
会
及
び
産
業
建
設
常

任
委
員
会
）

６
月
９
日
か
ら

日
、
群
馬
県
に
お

11

い
て
行
政
視
察
を
実
施
し
ま
し
た
。

日
に
は
上
野
村
役
場
を
訪
問
し
、

10
若
者
の
定
住
促
進
や
村
民
が
安
心
し
て

暮
ら
し
続
け
る
た
め
の
様
々
な
施
策
に

つ
い
て
説
明
を
受
け
、意
見
交
換
を
行
い

ま
し
た
。
そ
の
後
、
道
の
駅
や
森
林
文
化

館
、
神
流
川
発
電
所
を
見
学
し
、
地
域
資

源
を
活
用
し
た
産
業
振
興
に
つ
い
て
理

解
を
深
め
ま
し
た
。

意
見
交
換
（上
野
村
役
場
）

上野村森林文化館で森

林資源の活用について

お話を伺いました。

議会広報研修会

長漕・長崎線道路

研修会の様子

神
流
川
発
電
所

群馬県上野村
うえのむら

群馬県最西南端に位置

し、面積の９７％を森林

が占める。人口９７１人

（令和８年６月現在）。

過疎対策で成果を上げ

てきた。現在は人口減少

社会を見据え、ゆたかさ

を感じられる持続する地

域社会をめざ

して様々な施

策を展開して

いる。

群馬県

上野村


